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（所感・考察）

今回の推進大会においては、青森県知事が本県における当事業に取り組むまでの経緯や

現在の取り組み状況の報告を行っていた。また包括ケアシステムに関しては、そのさきがけ

とも言われる、広島県の山口先生をお呼びして、これまでの取り組みについての報告をして

くださっていた。

さらに現在青森県内における包括ケアシステムの取り組みの報告や本県が評価システムに

ついて共同研究を行っている名古屋工業大学システム工学研究室より、その評価表の報告が
あった。

平成９年より青森県レベルにおいて包括ケアシステム構築に向けた取り組みを行い10年が

経過している。このシステムは現在の医療や社会保障制度の問題を考えれば、次の対策として

検討されて当然と言えるべき事項であるといえる。

また、その構築に当たっては、今回の推進大会に参加して感じたこととしては、その地域性
　を踏まえた上でのシステム構築を図っていくことがとても大切ではないか？という印象を抱い　　

　てしまった。その地区地区によって、そこで生活する人々の背景があり、それを考慮した支援

体制を考えていかなければ、なんの意味もないのではないだろうかと思う。このことは広島県の

山口先生も今後の包括ケアシステムを作り上げていく上で、大切なファクターであると述べてい

た。またこのような社会全体の取り組みの中で、病院は自分たちの持つ機能や役割を、どう発揮
して行くかについて、今回のシンポジウムの中で弘前市の医師会が、自分たちの取り組みについ

て報告をしていたが、包括ケアシステム構築に当たっては、病院の果たす役割はとても重要であ

り、リーダーシップを果たす役割さえ持っているといえる。

現在青森県において、脳卒中をケースモデルとして、名古屋工業大学システム工学研究室との
共同開発した評価表を活用した事例展開が行われているが、精神科におけるケース展開も早期に

取り組んでいってもらいたいと願うし、当法人においても現在持ち得ている各施設を有効的に運

用し、そのシステム構築を考えていくことも必要だと言える。
そのためにも、各職種間における連携において大切なことは、山口氏が講演の中で言っていた

ことだが“自分の我ばかりを通そうとする態度”を改めることであり、それは自分の専門性につい

て、しっかりとした認識を持つことが必要であり、自分も含めてスタッフ１人１人がそういった

意識や態度が持つことが出来るような教育を行っていく必要があり、そのことがしっかりとした

包括ケアシステム作りにつながっていくように思う。
（研修要旨）

１．「青森県における包括ケアの推進～県民が健やかに安心して暮らせる社会を目指して～」

講演者：三村知事

　・青森県における包括ケアの推進～平成９年よりその取り組みを行っている。

　　　→その背景には、青森県民に対しての１万人アンケート（生活に望むこと）で“適切な

医療が受けられること・病院やかかりつけ医院がある”という回答が８割を超えてい

たという県民のニーズがある。

　・「健康といのちの育み推進プロジェクト」

　　　→“生活創造社会”を実現するための１０のプロジェクト（わくわく１０）の一環

～保健・医療・福祉包括ケアシステム～

（対象）地域の全ての住民

（目的）住民が生涯にわたり健康で安心した生活を送ることが出来る

（内容）適時適切な保健・医療・福祉サービスを各関係機関が連携して一体的に提供する。


　　　　　個人を中心とした、保健・医療・福祉の連携の下での…

1 利用者本位で、

2 切れ目のないサービス提供

3 基本単位は住民に最も身近な市町村

Ｈ17年度～包括ケアシステム自己評価手法の開発（→Ｈ18年度の提供を目指している。）


　　　　　　　PLAN                   　DO                      SEE

（計画・施策）　　　　　　　（実践）　　　　　　　　（自己評価）



　　　・市町村の役割～包括ケアシステムのマネジメント

　　　青森県版「地域連携パス」～在宅支援を目指すためのシステムであり、現在脳卒中をモデル

として展開を図っている。

２．特別講演

「地方分権時代の地域包括ケアについて～尾道市における取り組みから～」

講演者：広島県尾道市　公立みつぎ総合病院　病院事業管理者　山口　昇氏

・包括医療システムを導入するに至った経緯について

　　　→現尾道市（旧みつぎ市）に昭和50年前半に診療所から病院を立ち上げ、病院拡大とともに

急性期医療を中心に、過疎地域での医療展開を図ってきた。しかし病院を退院後の地域での

医療のフォローが行われなかったことより、地域における在宅老人のうち寝たきり老人の数

が急激に増加してしまった。

このような現状の解決を図っていくための取り組みであった。

　　　　社会背景として、家族の機能・役割の変化があり、医療のあり方を変えていく必要性があった。

　　　　　→退院後のフォロー（在宅医療）…退院したら終わりではなく、地域でどう生活していくか

その維持のための医療システムのあり方の模索。

　　　　住民のニーズ～医療のみだけではなく、介護・福祉的な要素が必要になってくる。

　　　　　→健康フロンティア戦略（健康日本２１、ヘルスアップ２１、寝たきりゼロ運動）

（地域包括ケア）

　　　〇 地域に包括医療を、社会的要因を配慮しつつ継続して実践し、住民のＱＯＬの向上を目指 

すもの。

　　　〇 包括医療（ケア）とは治療（キュア）のみならず保健サービス（健康づくり）、在宅ケア、

リハビリテーション、福祉･介護サービスのすべてを包含するもので、施設ケアと在宅ケア

との連携及び住民参加のもとに、地域ぐるみの生活、ノーマライゼーションを視野に入れた

全人的医療（ケア）
（地域包括ケアシステムの概念）

　保健　　　　　　医療　　　　　 介護　　　　   　福祉　　　　
健康日本21            医療法改正　　　　　介護保険法　　　　　　障害福祉

健康フロンティア戦略　　 医療制度改革　　　　 介護保険          　　老人福祉

　　　　　　　　　　　　　 　　　　 医療計画　　　　    制度改革　　　　　　　児童福祉

保健(福祉)センター       　病院         　  介護保険施設

健康管理センター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  障害福祉施設

（総合保健施設）　　　　　 診療所　　　　　　ケアハウス

一次予防　　　　　　　　　救命・救急　　介護(ケアマネジメント)

二次予防　　　　　　　治療（１次、２次、3次）介護予防　他(新予防給付、地域支援事業)

　三次予防　　　　　　　リハビリテーション

（急性期、回復期）（維持期、地域リハビリ）

　　在宅医療　　　　　　在宅ケア

（ターミナルケア）　　 ケアマネジメント
新医師臨床　　　　　 訪問サービス

研修制度　他　　　　 通所サービス

（住民参加）　　　　　　　　　　　　　　  （住民参加）　　（ボランティア）

「点」から「線」へ、「線」から「面」へ（地域連携）

地　域　包　括　ケ　ア　シ　ス　テ　ム

地　域　ぐ　る　み　の　包　括　ケ　ア　体　制

（地域完結型の地域包括ケアシステム）

　　① 地域に保健・医療・リハビリテーション・介護・福祉のサービス提供体制（ハード、ソフト）

と連携システムがあること。

　　② 状態像に応じた必要なサービス提供が可能なこと

　　③ 医療機関の役割（機能）分担と連携

　　④ 点から線へ、線から面へ

　　　　～ネットワークの構築、地域連携システム（連携パス）

　　⑤ 全人的医療

　　⑥ 地域住民のニーズに応えられる保健・医療・介護・福祉


〔問題点〕

· 「人」と「金」　→　マンパワーの確保、財源

· 保健・医療・福祉の連携（機構改革）　→　再編・統合

· 首長の理解とやる気

· 拠点の有無（国保総合保健施設）

· 保健・医療関係者と福祉関係者の相互理解と連携

· 住民の協力と参加

· ハードとソフトの連携

· 介護保険制度との関わり

（今後の展望）

　・長寿社会における“まちづくり”として、今後は保健、医療、福祉(介護)の連携に、生活

の側面でどう連携を図っていくかが重要となってくる。

　　→　〇 環境、建築、教育

　　　　〇 高齢者住宅、三世代同居住宅

　　　　〇 公民館、学校・保健所・ショッピングセンター

　　　　〇 就労（雇用）

３．シンポジウム「保健・医療・福祉包括ケアの継続・発展のために」

　

　① 保険・医療・福祉の連携に対する弘前市医師会の取り組み

     ～弘前市において行われている地域ケア会議に、医師会として参加した意義についての報告を

していた。

（成果）

· 福祉職へ疾病への理解が深まり、医療機関への適切なアクセスにつながった。

· 医師が患者さんの生活問題に理解を深めたことで福祉関係者との接点が増えた。

（今後の課題）

· より多くの医師会員参加のために地域ケア会議の開催時間の変更および勉強会の実施。

· 地域ケア会議への病院地域医療連携室職員、かかりつけ医および担当訪問看護師の参加。

　②「保健分野」での取り組み　～自殺対策事業から考える連携～

　　　～旧名川町における自殺対策事業（平成１１年より）についての紹介をしていた。

（目的）

· うつ病の早期発見・早期治療により自殺者の減少を図る。

· 閉じこもりや孤立化を防ぎ、住民の生活の質を高める。

（自殺対策事業）

· １次予防～広報活動、よりあいっこ、地区の健康教室。

· ２次予防～うつスクリーニング、心の健康相談、心の癒し電話。

· 3次予防～うつ傾向、うつ病の住民への訪問




消防、警察、学校、施設、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 遺族訪問

医院、病院、民生委員


                                                   研修の実施

（合併後の連携後の課題）

　～個人情報に関すること～

· 自殺者の把握（遺族訪問も含めて）

· 関係機関との情報の共有

　～合併に関すること～

· 新たな関係機関とのネットワーク作り

· 保健師・関係者間の意識の違い


更に、今後は労働・生活の分野との連携を

どうとっていくかが重要。

　③ 「福祉の立場から医療との連携模索、地域連携パスへの参画」

　　　～風間浦村における地域連携パスについての報告をしていた。

（風間浦村の保・医・福・包括ケア）

　　　　　　　　　　　　　　風間浦村保健・医療・福祉包括ケア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　推進会議

　　　　　　　　　　　　　行政　　　　　　医療　　　　　　　福祉

　　　　　　　　　　　風間浦村役場　　風間浦村診療所　 　風間浦村社協

　　　　　　　　　　　健康福祉課     　医科・歯科　　　総合福祉センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　実務者レベルケア検討会議（H14.4～）

（地域連携パスの重要性）

· 利用者をケアする全てのスタッフの共通言語。

· 利用者の抱える問題や情報を共有できる。

· 問題意識和共有できる。

· 迅速な対応が可能になる。

· 退院～在宅生活の移行が潤滑になる。

（下北圏域の地域連携パス）


　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 むつ総合病院


         むつ

　　　リハビリテーション病院　　　　　　　　　　　　　　　　大間病院


　　　　　　　　　　　　　　　　　　風間浦診療所

総合福祉センター

　

　　　　

現在地域連携を保っていく上で、風間浦診療所・総合福祉センターは、橋渡しとしての

大切な機能を持っているが、統廃合の計画が出ており、それによっては今後の地域包括

システムを機能させていくのが非常に難しくなってくる。

　④ 住んでいて「いいなあ」と思う地域を自分たちで作ろう

　　　～青森市浅虫地区においてコミュニティ活動を展開するＮＰＯについて紹介・報告をする。

・ＮＰＯ発足の経緯

　　　～「住み慣れた地域で最後まで自分らしく暮らしたい」という地域を実現していくためには、

保健・医療・福祉の領域だけでは無理なのではないか？

（活動内容）

· 子育て支援。

· 魅力的な小学校づくり（浅虫コミュニティスクール）。

· 高齢者健康づくり支援。

· 自然環境の保護。

· 健康サービスの開発（健康ダイエットプラン）。

· 雇用の創出。

コミュニティレストランの紹介


交流　　　　　　職場体験　　　　 いきいき農園

        　町会、小学校、中学校、老人ホーム、病院等と協力関係にあり、双方向での協力関係、

対等な関係が大事。

４．包括ケアシステムの構築と継続発展

　　～名古屋工業大学システム工学研究室と青森県の共同研究において開発をした、包括ケアシステム

評価について説明がある。（資料参照）

（目的）

1 包括ケアシステムの青森県における標準的な評価方法を提案する。

2 可能な限り総合的な評価を行う評価体系を提案する。

3 各サービス提供者が、様々な視点でシステム全体を考慮することを提案する。

課題の明確化





課題の明確化





名古屋工業大学大学院と共同開発を現在行っている。





評価の視点


・住民・サービス提供者


行政





（ハード）





（ソフト）





（システム）





なわばり意識を捨てる。





地域全体への還元





個別データの蓄積





一番最初に把握した機関が本人・家族から了解をとる。


自殺対策連絡協議会の設立





地域の現状を知る。


地域住民に対する普及・啓発








